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「
個
人
債
務
者
の
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
利
用
状
況
に
関
す
る
質
問
主
意
書

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
住
宅
ロ
ー
ン
や
事
業
性
ロ
ー
ン
等
の
債
務
の
返
済
が
困
難
に
な
っ
た
個
人
債
務
者
に
つ
い
て

は
、
そ
の
既
往
債
務
の
整
理
を
円
滑
に
進
め
、
そ
の
生
活
や
事
業
の
再
建
を
支
援
す
る
た
め
、
「
個
人
債
務
者
の
私
的
整
理
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
以
下
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
が
平
成
二
十
三
年
七
月
に
策
定
さ
れ
、
同
年
八
月
よ
り
運
用
が
開
始
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
利
用
し
て
債
務
整
理
を
し
た
場
合
、
破
産
手
続
と
異
な
り
個
人
信
用
情
報
の
登
録
な
ど
の
不
利
益
が

回
避
で
き
る
な
ど
、
被
災
者
の
生
活
再
建
に
一
定
の
役
割
を
果
た
す
点
は
評
価
で
き
る
も
の
の
、
そ
の
利
用
状
況
は
今
の
と
こ

ろ
低
迷
し
て
い
る
。
金
融
庁
が
被
災
三
県
（
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
）
に
所
在
す
る
金
融
機
関
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
結

果
で
は
、
昨
年
十
二
月
末
現
在
で
震
災
以
降
に
約
定
返
済
停
止
等
を
行
っ
て
い
る
債
務
者
数
は
約
一
万
八
千
八
百
人
（
う
ち
住

宅
ロ
ー
ン
約
六
千
人
）
に
上
っ
て
お
り
、
今
後
の
債
務
整
理
の
ニ
ー
ズ
は
多
い
で
あ
ろ
う
と
見
込
ま
れ
る
の
に
対
し
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
利
用
し
、
債
務
整
理
の
成
立
に
向
け
て
準
備
段
階
に
入
っ
た
件
数
は
、
本
年
四
月
十
三
日
ま
で
で
わ
ず
か
五
百
八
十

四
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
年
三
月
二
日
の
衆
議
院
財
務
金
融
委
員
会
に
お
け
る
政
府
答
弁
に
よ
る
と
、
こ
の
う
ち

成
立
に
至
っ
た
件
数
は
、
同
日
ま
で
に
僅
か
三
件
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一



こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

現
在
ま
で
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
利
用
に
よ
り
債
務
整
理
の
成
立
に
至
っ
た
件
数
は
何
件
か
。

二

一
般
社
団
法
人
個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
運
営
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
毎
週
発
表
し
て
い
る
「
個
人
版
私
的

整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
お
問
い
合
わ
せ
件
数
等
」
に
お
い
て
、
成
立
件
数
を
公
表
し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

三

こ
れ
ま
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
利
用
が
停
滞
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

四

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
利
用
以
前
の
問
題
と
し
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
存
在
自
体
を
知
ら
な
い
被
災
者
や
、
利
用
に
よ
る
費
用
負

担
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
被
災
者
も
多
い
と
考
え
る
が
、
政
府
と
し
て
制
度
周
知
の
た
め
ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
る

か
。

五

被
災
者
が
利
用
に
踏
み
切
れ
な
い
要
因
と
し
て
、
残
せ
る
手
元
資
金
の
上
限
が
五
百
万
円
で
あ
る
こ
と
も
一
因
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
年
一
月
よ
り
法
定
の
九
十
九
万
円
か
ら
拡
張
す
る
措
置
が
と
ら
れ
た
こ
と
は
評
価
す
る
が
、
被
災
者

の
多
く
は
、
自
ら
の
責
に
よ
る
こ
と
な
く
、
未
曾
有
の
自
然
災
害
に
よ
っ
て
住
宅
も
仕
事
も
奪
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
生

活
再
建
に
当
た
っ
て
は
特
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。
手
元
資
金
の
上
限
に
つ
い
て
は
、
被
災
者
の
再
建
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
、
さ
ら
な
る
引
上
げ
を
含
め
た
柔
軟
な
取
扱
い
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

二



右
質
問
す
る
。

三


